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「八丈町ノヤギ対策事業」2008年からの事業経過 

 

○2008年５月 

 ・八丈町ノヤギ対策協議会設置 

八丈島本島におけるノヤギ対策について協議するため、八丈町農業委員会会長他 10 名を委員とし

て、協議会を設置 

・第1回八丈町ノヤギ対策協議会(5.28) 

島しょ農作物獣害防止緊急対策事業の実施計画について了承 

今年度の捕獲目標頭数は80頭、捕獲実施地域は八丈富士周辺地域 

専門機関によるノヤギ生息状況調査の必要性が示唆された 

○2008年６月 

 ・八丈町ノヤギ対策作業部会開催（被害調査・防除部会及び捕獲部会） 

農作物被害調査：ＪＡ東京島しょ八丈島支店が委託調査を実施 

東京都猟友会八丈島支部から、ノヤギの移動を制限する拡散防止網の設置について提案される 

 ・ヤギ対策先進地視察（小笠原村父島 6.19～6.24） 

参加者：協議会委員2名、町役場及び八丈支庁 各1名 計4名 

○2008年７月 

・第2回ノヤギ対策協議会(7.15) 

先進地視察報告 

鉢巻道路に沿って、拡散防止網を設置することが決定 

・拡散防止網設置に伴う自然公園法許可取得（7.30） 

○2008年８月 

・第3回ノヤギ対策協議会(8.6) 

8月末から拡散防止網設置作業を開始 

自然環境研究センターが小笠原等他地域でのノヤギ生息調査実績を報告 

・ノヤギ対策作業部会（第2回） 

生け捕り主体の捕獲を行うこととした 

生け捕り目標頭数を 20頭とし、追い込み用の誘導網を拡散防止網内部の 15牧区内に設置、網捕獲

主体の捕獲を行う方針とした 

○2008年８月～９月 

・拡散防止網設置 

登山道のゲートを含む拡散防止網の設置が9月末に完了し、ノヤギの多くが網内に囲い込まれた 

○2008年９月 

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第3回） 

拡散防止網設置後の見回り点検作業を毎週水・土・日に実施。見回り作業中、拡散防止網にかかっ

たヤギについては、作業に危険が伴う場合にのみ銃器による止めさしを行う 

誘導網設置箇所が17牧区に変更、10月中に設置作業を行う 

・第4回ノヤギ対策協議会(9.5) 

生け捕りのための誘導網を設置し、網捕獲主体で行うことが決定 

10月から、銃器による止めさし作業を含む拡散防止網見回り作業を実施し、網捕獲作業は、設置後

月１回程度実施する 

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第4回） 

ノヤギ捕獲作業体制および緊急連絡体制を整備 

止めさししたノヤギの埋設について、赤石山埋設場所（ヤギ飼育場横）以外に八丈富士での埋設許

可を申請する 
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○2008年10月 

・ノヤギ捕獲開始 

死亡獣畜取扱場外の埋設許可取得（鉢巻道路より上の火口部を除く区域） 

防災無線で作業日の前日および当日朝に放送し、島内住民への周知を図る 

・誘導網設置作業 

10月末に誘導網設置完了 

・農作物被害調査実施（2008.10～2009.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2008年11月 

・第１回網捕獲実施、ノヤギ捕獲頭数12頭 

協議会委員が捕獲現場を視察 

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第5回） 

11.7時点でノヤギ捕獲頭数50頭（内生け捕り13頭） 

拡散防止網の見回り点検作業と網捕獲作業を同時に行う 

・11.12～ 捕獲作業日を毎週月・水・金に変更、防災無線での放送はとりやめ 

・島内家畜ヤギ飼養状況調査実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広報はちじょう」（2008年 9月号） 

「広報はちじょう」（2008年 10月号） 

「広報はちじょう」（2008年 11月号） 
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○2008年12月 

・第5回ノヤギ対策協議会(12.5) 

12.5時点、ノヤギ捕獲頭数68頭（内生け捕り15頭） 

八丈町が行った家畜ヤギ飼養頭数調査結果を報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2009年１月 

・自然環境研究センターによる生息状況調査実施 

○2009年２月 

・第6回ノヤギ対策協議会(2.12) 

ヤギの適正飼育条例について案を協議、来年度施行に向け準備 

1月末現在、ノヤギ捕獲頭数89頭（内生け捕り15頭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2009年３月 

 ・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第6回） 

   八丈富士周辺でのノヤギの生息状況の調査結果に基づき21年度の捕獲方法について検討 

 ・第7回ノヤギ対策協議会(3.11) 

   農作物被害状況調査と生息状況調査の報告 

   新年度の捕獲方法について検討 

 ・3月末時点、ノヤギ捕獲頭数93頭（内生け捕り15頭） 

○2009年４月  

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第1回） 

   4月末までは網主体の捕獲を実施、5月以降は銃器主体の捕獲が提案される 

   エリアは、登山道付近を除く区域で猟犬を活用 

  ・死亡獣畜取扱場外の埋却許可取得（2009.4～2009.9） 

○2009年５月  

・第1回ノヤギ対策協議会(5.25) 

捕獲実施地域は昨年度に引き続き八丈富士周辺地域、捕獲方法を網主体から銃器主体に移行するこ

とを決定 

生息状況調査は八丈富士全域を対象とし、拡散防止網外部ではGPS首輪を装着したヤギを放し、行

動追跡することを決定 

飼養ヤギの野生化防止に関して条例化を進めることで合意 

「広報はちじょう」（2008年 12月号） 

「広報はちじょう」（2009年 2月号） 



4 

 

 ・銃器による有害鳥獣捕獲許可取得(2009.5～2009.10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2009年７月 

・ヤギ飼養に関する住民説明会開催（大賀郷公民館7.16、中之郷公民館7.17） 

飼養ヤギの管理に関する規則等の必要性と町の考え方を説明 

・GPS首輪装着ヤギによるノヤギ生息状況調査を開始 

メスヤギ2頭を大賀郷甚太と大賀郷西見で放獣(7.15) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2009年８月 

・GPSデータ収集 1回目（8.3～4） 

・第2回ノヤギ対策協議会(8.25) 

   事業の経過報告(4月～7月末の捕獲頭数0頭)と今後の捕獲方法の確認 

ヤギ飼養に関する説明会開催の報告及び条例案を協議 

○2009年９月 

・町広報9月号にてGPS首輪装着ヤギの放獣について掲載 

・第三回八丈町議会定例会において「八丈町飼養ヤギの野生化防止に関する条例」が可決・承認、 

制定(9.28)。施行期日は平成22年1月1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2009年10月 

・GPSデータ収集 2回目(10.6～7） 

・死亡獣畜取扱場外の埋却許可取得(2009.10～2010.3) 

「広報はちじょう」(2009年 9月号) 

「広報はちじょう」（2009年 5月号） 

「広報はちじょう」（2009年 7月号） 
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・銃器による有害鳥獣捕獲許可取得(2009.11～2010.4) 

○2009年11月 

・町広報11月号にて「八丈町飼養ヤギの野生化防止に関する条例」の制定について掲載 

・GPSデータ収集 3回目(11.18～20) 

夜間ライトセンサスを試行(11.18) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2009年12月 

・町広報12月号にて「八丈町飼養ヤギの野生化防止に関する条例」の詳細について掲載 

 ・ノヤギ生息状況調査実施(11.30～12.4) 

 ・ノヤギ対策作業部会開催（捕獲・第2回） 

   ノヤギ生息状況調査の結果を踏まえ、くくりわなの追加が提案 

・第3回ノヤギ対策協議会開催(12.16) 

   くくりわなの追加が決定 

・拡散防止網外部における網及び銃器による有害鳥獣捕獲許可取得(2009.12～2010.4) 

  民有地の飼養ヤギに寄ったGPS首輪装着ヤギ１頭を捕獲(12.24) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2010年１月 

・拡散防止網内部におけるわなによる有害鳥獣捕獲許可取得(2010.1～2010.4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2010年２月 

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第2回） 

三原山での捕獲作業実施が提案される。 

「広報はちじょう」（2009年 11月号） 

「広報はちじょう」（2009年 12月号） 

「広報はちじょう」（2010年 1月号） 
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○2010年３月 

・第4回ノヤギ対策協議会（3.3） 

  捕獲実績と生息状況調査の報告 

  新年度の捕獲方法の検討 

・3月末時点、2009年度捕獲頭数2頭 

 

 

 

 

 

 

○2010年４月 

・銃器、網及びわなによる有害鳥獣捕獲許可取得（2010.5～2010.10） 

・八丈富士山中の死亡獣畜取扱場外の埋却許可取得（2010.4～2011.3） 

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第1回） 

・第１回ノヤギ対策協議会（4.23） 

     6月以降は三原山での捕獲作業を行っていくことが決定。 

   ヤギを繋留する「囮ヤギトラップ」実施が決定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2010年６月 

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第2回） 

   三原山での捕獲作業実施区域が提案される。 

・囮ヤギトラップ設置開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広報はちじょう」（2010年 2月号） 

「広報はちじょう」（2010年 3月号） 

「広報はちじょう」（2010年 5月号） 

「広報はちじょう」（2010年 6月号） 
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○2010年８月 

・三原山山中の死亡獣畜取扱場外の埋却許可取得（2010.8～2011.3） 

・三原山での捕獲作業開始 

   足くくりわな8基設置、1頭捕獲 

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第3回） 

   八丈富士において人による追い込みから待機射撃を実施することが提案される。 

○2010年９月 

・第2回ノヤギ対策協議会(9.14) 

   2010年度前期の作業実績等報告 

・台風接近により囮ヤギトラップによる捕獲は一旦休止。 

○2010年10月 

・悪天候により、人による追い込みと待機射撃での捕獲作業が中止。 

・銃器、網及びわなによる有害鳥獣捕獲許可取得（2010.11～2011.4） 

○2010年11月 

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第4回） 

   より強力な圧力で追い込みを行うため、猟犬使用が検討される。 

○2010年12月 

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第5回） 

    山中の地形が険しいため、猟犬使用した捕獲作業は行わないことが提案される。 

    拡散防止網内を分断する網の設置とその内部にユダゴートを放獣することが提案される。 

○2011年１月 

・第3回ノヤギ対策協議会(1.12) 

   拡散防止網内を分断する網の設置とユダゴートの放獣が決定。網の設置場所は17・18牧区。 

   囮ヤギトラップの撤去が決定。 

○2011年２月 

・拡散防止網内を分断する網（17・18牧区ノヤギ分断網）が設置される。 

・ノヤギ対策作業部会（捕獲・第6回） 

 

 

 

 

 

○2011年３月 

 ・第４回ノヤギ対策協議会（3.7） 

   捕獲実績と生息状況調査の報告 

   新年度の捕獲方法の検討 

 ・3月末時点、2010年度捕獲頭数2頭（三原山１頭、八丈富士１頭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広報はちじょう」（2011年 2月号） 

「広報はちじょう」（2011年 3月号） 
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○2011年４月 

 ・第1回ノヤギ対策捕獲部会(4.22) 

・八丈富士山中及び三原山山中の死亡獣畜取扱場外の埋却許可取得（2011.4～2012.3） 

・銃器、網及びわなによる有害鳥獣捕獲許可取得（2011.5～2011.10） 

 

 

 

 

 

 

 

○2011年５月 

 ・第1回ノヤギ対策協議会(5.10) 

   2011年度における事業計画が決定される。 

   17・18牧区ノヤギ分断網内に囮ヤギを放獣し、分断網内をさらに分断することが決定。 

 

 

 

 

 

 

 

○2011年８月 

 ・囮ヤギの放獣及び17･18牧区ノヤギ分断網内を十字に分断する分断網の設置作業開始。 

・追い込みによって3頭を捕獲（8.5） 

・第2回ノヤギ対策捕獲部会(8.24) 

○2011年９月 

・第2回ノヤギ対策協議会(9.2) 

   根絶確認のために数回にわたる踏査を行い、最後の 1 回はノヤギ用に訓練された探索犬を投入する

ことが決定される。 

   三原山においては新たな痕跡地点に罠の設置をすることが決定される。 

○2011年10月 

・銃器、網及びわなによる有害鳥獣捕獲許可取得（2011.11～2012.4） 

○2011年12月 

 ・第3回ノヤギ対策捕獲部会(12.1) 

 ・第3回ノヤギ対策協議会(12.19) 

   2009年度調査で放獣し、捕獲された囮ヤギを捕獲頭数に含めるか否かが協議される。 

来年度に向けて、17･18牧区分断網以外の牧区に分断網を設置することが提案される。 

○2012年１月 

 ・ノヤギ探索犬を用いた根絶確認調査実施(1/31,2/1) 

○2012年３月 

・第４回ノヤギ対策捕獲部会(3.19) 

・第４回ノヤギ対策協議会(3.26) 

○2012年５月 

・第１回ノヤギ対策捕獲部会(5.31) 

○2012年６月 

・第１回ノヤギ対策協議会(6.20) 

   昨年度の事業実績を報告。 

今後 10ヵ年のノヤギ対策計画表を作成、提案。 

「広報はちじょう」（2011年 4月号） 

「広報はちじょう」（2011年 6月号） 
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○2012年７月 

・センサーカメラを三原山に設置し、ノヤギの生息状況を調査。 

○2012年８月 

・第２回ノヤギ対策捕獲部会(8.2) 

・自然環境研究センター職員による八丈富士でのセンサーカメラ設置。 

  調査地域は19・21・2・4・7・11牧区。 

・第２回ノヤギ対策協議会(8.24) 

   10ヵ年のノヤギ対策計画表を５ヵ年に縮小して再提案。 

   三原山センサーカメラにノヤギが写り込んでいた事を報告。 

   八丈小島における調査方法の方針を決定した。 

○2012年11月 

・ノヤギ探索犬を用いた根絶確認調査実施(19.21.2牧区間)(11.27～28) 

・センサーカメラ点検作業(自然環境研究センター)(11.28～29) 

   ノヤギは確認されなかった。 

○2013年１月 

 ・ノヤギ探索犬を用いた根絶確認調査実施(4.7.11牧区間)(1.29～31) 

 ・センサーカメラ回収作業(自然環境研究センター)(1.28～2.2) 

   ノヤギは確認されなかった。 

 ・ノヤギを三原山にて1頭捕獲し、その場で「止めさし」を猟友会メンバーが行った。(1.25) 

○2013年２月 

・第３回ノヤギ対策捕獲部会(2.1) 

・第３回ノヤギ対策協議会(2.15) 

   ５ヵ年のノヤギ対策計画の変更とその決定。 

捕獲ノヤギの報告。 

   八丈小島船上監視調査の結果報告。 

○2013年7月 

・第１回ノヤギ対策捕獲部会(7.8) 

・第１回ノヤギ対策協議会(7.16) 

   昨年度の事業実績の報告。 

「八丈町飼養ヤギの野生化防止に関する条例」の一部を改正。 

 ・センサーカメラ設置作業(自然環境研究センター)(7.9～10) 

○2013年８月 

・第1回八丈小島ノヤギ調査(8.8) 

○2013年９月 

・センサーカメラ点検作業(自然環境研究センター)(9.25～26) 

   ノヤギは確認されなかった。 

○2013年12月 

 ・ノヤギ探索犬を用いた根絶確認調査実施(自然環境研究センター) (12.9、11) 

 ・センサーカメラ回収作業(自然環境研究センター)(12.9、11) 

   ノヤギは確認されなかった。 

○2014年１月 

 ・第２回ノヤギ対策捕獲部会(1.15) 

・第２回八丈小島ノヤギ調査(1.17) 

  ノヤギを１頭確認。 

・第２回ノヤギ対策協議会(1.22) 

   事業の経過報告。 

   ５カ年計画の変更。 
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○2014年７月 

・赤石山において八丈町飼養ヤギの譲渡(7.1) 

・センサーカメラ設置作業(自然環境研究センター)(7.9～10) 

・第１回ノヤギ対策捕獲部会(7.11) 

・第１回ノヤギ対策協議会(7.22) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2014年９月 

・センサーカメラ点検作業(自然環境研究センター)(9.12) 

   ノヤギは確認されなかった。 

○2014年11月 

 ・ノヤギ探索犬を用いた根絶確認調査実施(自然環境研究センター) (11.18～19) 

 ・センサーカメラ回収作業(自然環境研究センター)(11.18～19) 

   ノヤギは確認されなかった。 

○2015年２月 

 ・第２回ノヤギ対策捕獲部会(2.27) 

○2015年３月 

 ・第２回ノヤギ対策協議会（3.4） 

 ・小岩戸方面船上監視調査および八丈小島ノヤギ調査実施（3.26） 

  いずれもノヤギは確認されなかった。 

〇2015年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第１回ノヤギ対策捕獲部会(7.21) 
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・第１回ノヤギ対策協議会(7.29) 

○2015年９月 

・センサーカメラ設置作業(自然環境研究センター)(9.25) 

○2015年10月 

・船上より八丈小島にノヤギを１頭確認（10.24） 

○2015年12月 

・センサーカメラ回収作業(自然環境研究センター)(12.1) 

○2016年２月 

・第２回ノヤギ対策捕獲部会（2.25） 

○2016年３月 

・第２回ノヤギ対策協議会（3.8） 

○2016年６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2016年７月 

・第１回ノヤギ対策協議会（7.29） 

○2016年８月 

・住民より八丈小島にノヤギ１頭生息の目撃情報あり 

○2017年３月 

・第２回ノヤギ対策協議会（3.7） 

○2017年５月 

・八丈小島上陸者より鳥打で獣臭ありと連絡あり 

○2017年６月 
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○2017年８月 

・第１回ノヤギ対策協議会（8.28） 

 八丈町飼養ヤギの野生化防止に関する条例施行規則のうち第１号・第３号様式を変更 

○2018年１月 

・八丈富士 拡散防止網の鋼製化完了 

○2018年３月 

・第２回ノヤギ対策協議会（3.13） 

2020年 5 月のノヤギ終息宣言に向けて事業計画が承認される 

○2018年６月 

・漁船より八丈小島にノヤギ１頭生息の目撃情報あり（6.8） 

 ・八丈町議会でヤギの飼養状況確認の予算が承認される 

○2019年２月 

・八丈小島船上調査（2.14） ノヤギは確認できず 

○2019年３月 

 ・八丈小島船上調査（3.9） ノヤギは確認できず 

 ・ノヤギ対策協議会（3.20） 

○2019年７月 

 

 

 

 

 

 

 

○2019年 12 月 

・第１回ノヤギ対策協議会（12.2） 

 ノヤギ終息宣言の時期を 2020年 3 月に変更承認 

○2020年２月 

・八丈小島船上調査（2.11） ノヤギは確認できず 

○2020年３月 

 ・第２回ノヤギ対策協議会（3.5） 

  生息状況調査業務最終報告（自然環境研究センター） 

  ノヤギ終息の決定 

  町長にノヤギ終息決定の報告 

 

 

引用文献 
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